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研 究 主 題

生 徒 の心 に響 く道 徳 の 時 間 の指 導

1研 究主題設定の理由

21世 紀 を 間近 に 控 え た現 代 社 会 に お い て は、 国 際化 、 情 報 化 、 科 学 技 術 の発 達 、 環 境 問 題

へ の 関心 の高 ま り、 高 齢 化 、 少 子 化 等 の様 々 な面 で 大 き く変 化 して い る。 一 方 、 生 徒 を取 り

巻 く状 況 を見 る と、 い じめや 不 登 校 の 問題 、 学 校 外 で の 社 会 体 験 の不 足 な ど が指 摘 され、 現

在 の 中学 生 た ち に も、 自立 心 や忍 耐 力 の欠 如 、 情 緒 や 社 会 性 の未 発 達、 規範 意識 の低 さな ど、

課 題 とな る様 々 な傾 向が 著 し くな って きて い る。

平 成10年 に公 表 さ れ た、 中央 教 育 審 議 会 の 「幼 児 期 か らの心 の教 育 の在 り方 にっ い て 」 の

答 申 で は、 子 ど もた ち の心 を育 て る家庭 や学 校 、 地 域 社 会 の教 育 力 の低 下 が指摘 され て い る。

核 家 族 化 の 影 響 に加 え、 子 ど もた ち は地 域 社 会 と い う場 で も社 会 規 範 を身 に っ け る機 会 を失

い っ っ あ る。 それ だ け に、 学 校 は今 まで 以 上 に、 家 庭 、 地 域 社 会 と一 体 とな って 「心 を育 て

る教 育 」 を担 って い か な けれ ば な らな い。 そ して 、 そ の 中心 とな るの が道 徳 教 育 で あ り、 そ

の か な めで あ る道 徳 の 時 間 の充 実 を さ らに図 って い か な けれ ば な らな い。

そ こで 、 私 た ち研 究 員 は道 徳 の 時 間 が 、 ど の よ うに した ら子 ど も た ち、 特 に思 春 期 に あ る

中 学 生 た ち に と って 意 義 の あ る時 間 と な る のか 、 ま ず この点 にっ いて 道 徳 教 育 の原 点 に立 ち

戻 って 考 え た。 そ の 結 果 、 「生 徒 の心 に響 くよ う な道 徳 の時 間 の指 導 を工 夫 して い く ことが 、

生 徒 の心 を育 て る こ と に な るの で は な い か」 とい う仮説 に到 達 した。

中 学 生 の 時期 に は、 一 般 に 自 らの人 生 に っ い て の 関 心 が 高 くな り、 自分 の人 生 を よ り よ く

生 きた い とい う内 か らの願 いが 強 くな る。 そ の思 い を 引 き出 し、 生 徒 自 らが 主 体 的 に考 え 、

そ の願 い の実 現 に向 けて 意 欲 的 に取 り組 ん で い く。 そ の一 つ の原 動 力 とな るよ うな 道 徳 の 時

間 にす るた め に は、 生 徒 一 人 一 人 が葛 藤 や感 動 な ど を体 験 す る こ とに よ って、 自分 を見 っ め、

自分 の生 き方 を 模 索 し、 道 徳 的価 値 の 自覚 を 深 め 、 道 徳 的 実 践 力 を身 に付 けて い け る よ うな

指 導 が要 求 され る ので あ る。

以 上 の こ とか ら、 研 究 主 題 は 昨年 に 引 き続 き 「生 徒 の心 に響 く道 徳 の 時 間 の 指 導 」 と し、

い か に した ら生 徒 の心 に響 く道 徳 授 業 が で き るか と い う点 に力 点 を 注 い だ。 第 一 分 科 会 は、

3の 柱 主 と して 自然 や 崇 高 な もの との か か わ り に関 す る こと の 、3-(3)「 人 間 に は

弱 さ醜 さ も あ るが 、 そ れ を克 服 す る強 さや 気 高 さが あ る こ とを信 じて 、 人 間 と して生 き る こ

と に喜 び を見 い だす よ う に努 め る。」 を 内容 と して 取 り上 げ た。 ま た、 第 二 分 科 会 は 、4の

柱 主 と して 集 団 や 社 会 との か か わ りに 関 す る こ と の、4-(1)「 自 己が 属 す る様 々 な

集 団 の 意 義 に っ い て の理 解 を 深 め、 役 割 と責 任 を 自覚 し、 協 力 し合 って 集 団 生 活 の 向上 に努

め る。」 の 内 容 項 目 を取 り上 げ、 そ れ ぞ れ 内 容 項 目 の と らえ方 、 生 徒 の 実 態 把 握 、 資 料 の 選

定 、 指 導 過 程 や指 導 方 法 の 工 夫 な ど にっ い て研 究 を 進 め、 主 題 に迫 りた い と考 え た。

一2一



《心 に響 く道徳 の時間 とは…》

生徒の心の中の気持ち ・考え(表 面的なもの ・潜在的な もの)

■

心

に

響

く

道

徳

の

時

間

〈資料の選定〉
・自分の問題 として受けとめられる内容

・感動的な内容

・体験的な内容

・心を揺さぶる内容

・葛藤を起 こさせる内容

・共感的な内容

↓

〈指導の留意点〉

〈発問の工夫〉

・把握 しやすい表現 ・簡潔さ

・自主的に考えられる要素

・多様な考え方を引き出せる内容

・考えや思いの深さを追求できる内容

・考えや思いをまとめさせる内容

〈発表の工夫〉
↓

・活発な意見のやりとりの場を設定

・発表できない意見や思いを表現させる

方法

↓〈生徒
の心の変化〉

・生徒の実態に応 じ

た指導

・板書 の工 夫

・生徒 と共 に悩 み、

学 び、共感す る姿

勢

・生徒の表情を読み

取 る

↓

・潜在 していた純粋 な気持 ちに気付 く

・あいまいだ った ものが はっきりす る

・他人 の意見 に共鳴、共感 す る

・弱 い自分 を素直 に認 め られ る

・勇気が湧 いて くる

・自信が もてる

・新 しい発見 をす る

↓

☆自らよりよく生 きる力を伸ばす意欲をもつ ☆ 自律的な考え方、行動ができる

☆かかわり方を見っめ、発展 させる

自分 自身 他人 自然や崇高 な もの 集 団や社会

道徳的価値⑳高ま吻・深まり 遡徳的実践力 ・遊徳憾②発違
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II内 容 項 目3-(3)「 生 きる喜 び」 につ いての指 導(第1分 科会)

1主 題 設 定 の 理 由

「自分 は、 ど う生 きて い けば い い の だ ろ うか 」。 中学 生 の 時 期 に は、 自分 の生 き方 に っ い て

真 剣 に考 え る よ うに な り、 人 間 と して 「生 き る こと」 のす ば ら しさ を探求 し始 め るよ うに な る。

一 方 、 生 徒 を取 り巻 く社 会 は様 々 な 面 で 大 き く変 化 し価 値 観 も多 様 化 し、 生 徒 が よ りよ い生

き方 を追 求 す る こ とが、 難 し くな って い る。 ま た、 人 間 関係 の希 薄 さか ら自己 中 心 的 に考 え て

しま った り、 人 間不 信 に陥 り孤 立 し、 生 き る喜 び を実 感 で きな い状 況 が あ る。

中学 生 とい う この 時 期 に は、 人 間 が 困 難 を克 服 す る強 さや気 高 さを もっ と と もに、 同 じ人 間

が 内 な る心 に 弱 さや醜 さを 併 せ も って い る こ と も うす うす な が ら気 付 き始 めて い る。 自分 勝 手

な振 る舞 い を す る、 現 実 か ら逃 避 す る、 自 らの心 を偽 っ た り他 者 に う そ をっ く、 他 人 を ね た ん

だ り疑 った りす る な ど の感 情 は、 中学 生 な らず と も人 間 だ れ し もが 、 も っ て い る もの で あ る。

そ う した人 間 が 、 自 らの弱 さ や醜 さを乗 り越 え て い く姿 に触 れ た と き、 私 た ち は人 間 の もっ す

ば ら しさ に 目 を開 か され る こ とが少 な くな い。 あ りの ま ま の人 間 の姿 を素 直 に認 め、 人 間 に対

す る共 感 的 理 解 や人 生 を温 か い態 度 で い とお しん で い く こ とが 求 め られ て い るの で あ る。

したが って 、 この時 期 の 中学 生 に対 して は、 まず も って人 間 に は、 だ れ に で も弱 さや 醜 さが

あ る と い う こと を お互 い に認 め あ え る よ う に して い く こ とが大 切 で あ る。 そ の た め に は、 生 徒

が 自分 を し っか り と見 っ め 、 自分 を よ く知 る こ とが 必 要 で あ る と考 え た。 上 述 の よ うに、 弱 さ

や 醜 さ を もっ こ と は人 間 に と って ご く自然 な こ とで あ るが、 よ りよ く生 きた い とい う願 い か ら、

そ の弱 さ や醜 さ と心 の 中 で 葛 藤 して い る強 さ や気 高 さの 存 在 に気付 か せ た い と考 え た。 自分 も

一 人 の人 間 と して 他 の 人 と同 じよ うに、 弱 さ や醜 さを もち 、 そ れ を乗 り越 え て 生 きよ う と して

い る の を知 る こ と に よ り、 人 間 と して生 きて い る こ との 深 い意 味 を 自覚 す る ので あ る。

第 一 分 科 会 で は、 内 容 項 目3-3「 生 き る喜 び」 を窓 口 と して 心 に響 く道 徳 の時 間 を 創 造 し

て い くこ と と した。 指 導 に当 た って の観 点 と して、 第 一 に、 人 間 の弱 さ や醜 さは だ れ もが もっ

が、 そ れ を認 め るだ けで な く、 人 間 と して の 良心 と葛 藤 す る場 面 を一 人 一 人 の生 徒 の 心 の 内 に

つ く って い くこ とが 必 要 で あ る と考 え た。 第 二 に、 資 料 選 択 に 当 た って、 人 間 の 強 さや 気 高 さ

が伝 わ り、 感 動 的 な 内容 で あ る資料 を取 り上 げ る ことが 大 切 で あ る と考 え た。 第 三 に、 生 徒 の

人 間 関 係 を 広 げ、 身 近 な仲 間 の 中 に も強 さや 気 高 さ を発 揮 しな が ら生 活 して い る こ とを 実 感 さ

せ な が ら、 道 徳 の授 業 を進 め る こ とを 考 え た。

研 究 を進 め る に 当 た って は、 以 下 の 仮 説 に基 づ い て、 内容 項 目の と らえ 方 、 生 徒 の実 態 、 教

材 の選 択 、 発 問 の工 夫 等 にっ い て 行 う こと と した。

仮 説

道徳 の時 間を生 徒の心 に響 くよ うに工夫 してい くことで、 人 間 に は、 弱 さや醜 さ を も って

いる ことを素直 に認 めなが らも、 それを克服 し、 人間 の 強 さや気高 さを発 揮 したよ りよい生

き方 について 自覚す るで あろ う。
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2研 究 の 内 容 と方 法

(1)内 容 項 目3-(3)の と らえ 方

内 容 項 目3-(3)は 「人 間 は 弱 さや醜 さを 克 服 す る強 さ や 気 高 さが あ る こ とを 信 じて 人 闘

と して生 き る喜 び を 見 い だ す よ う に努 め る こ と」 が 指 導 内容 で あ る。

人 間 が生 きて い く時 、 あ りの ま ま の人 間 は決 して完 全 な もの で は な い。 だ れ し もが 弱 さ

や 醜 さ とそ れ を 乗 り越 え る強 さや 気 高 さを も併 せ も って い る。 目の 前 に い る中 学 生 も、 あ

る時 は 自 らの心 の 弱 さや 脆 さ に負 けて しま う こ と もあ り、 ま たあ る時 に は、 迷 い悩 み な が

ら も困 難 に うち 克 っ た と い う経 験 を しなが ら、 人 間 と して 成 長 して い くの で あ る。

人 間 は 自 らの 意志 で 行 動 を 決 定 す る様 々 な場 面 で、 時 と して 易 きに流 され る こ とが あ る。

しか し、 そ れ は良 心 に よ る悩 み や 苦 しみ を もた ら し、 良心 の 呵 責 に耐 え られ な い 自分 自身

の存 在 を 深 く認 識 して 思 い悩 む の で あ る。

右 の 図 が示 す よ う に、 人 間 の 中 に は弱 内容項 目3-(3)の とらえ方

さや 醜 さ と強 さや 気 高 さ とが 、 心 の な か

で 引 き合 い葛 藤 を起 こ して い る。 私 た ち

は、 この こ とを 指 導 の着 眼 点 と して と ら

え た。

人 間 は 自 らの 心 の弱 さや誘 惑 に負 け て

しま い、 他 人 に迷 惑 をか け た り、 思 い や

りの な い言 動 に走 った りす る こ と も あ れ

ば 、 善 い こ と正 しい こ と と分 か って い な

が ら も、 それ が 行 動 に表 せ ず に 自責 の 念

を 抱 い た りす る。 そ う した あ るが ま ま の

人 間 の姿 を率 直 に認 め な が ら も、 易 き に

流 れ ず それ を乗 り越 え た と きに 、 人 間 と

して 生 き る喜 び を 見 いだ す もの で あ る。

こ こ で言 う人 間 と して の 生 き る喜 び と

は、 自 己満 足 で は な く人 か らほめ られ た

り、 認 め られ た り した喜 び、人 間 と して

の 誇 りや深 い人 間愛 、 崇 高 な 人 生 を 目指

して 共 に生 きて い くと い う喜 びで あ る。

指 導 に 当 た って は、 人 間 は弱 さ、 醜 さ

を も って い る こ と、 自分 だ けが 弱 い の で

は な い とい う こ と に気 付 か せ 、 そ れ を 乗

り越 え、 人 間 ら し くよ りよ い入 生 を だ れ

もが送 りた い と願 って い る こと を 自覚 させ た い。 そ して 、 生 徒 た ち に夢 や希 望 な どの 生 き

る喜 び を 見 いだ して い く態 度 を養 って い くこ とが この 内容 項 目3-(3)の 指 導 の 重 要 な視 点

で あ る。 この 視 点 か ら、 資 料 の選 定 、 指 導 過 程 や 発 問 の工 夫 等 を 行 う こ と と した。

(塁 高な人至)
a

生 き る 喜 び

1
人間としての誇り

1
よりよく生きたい

一

1↑
匝 ・醜さ

M強 さ・気高さ
葛 藤

/
¥/

(　 　へ人 間 が 生 き る㍉一_._一 ノ)
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(2)生 徒 の実 態 と指 導 の ね らい

第 一 分 科 会 で は、 まず 生 徒 の実 態 を把 握 す るた め に、 『あ な た に と って 生 き る喜 び を感

じ るの は、 どん な と き です か 。』 と い う ア ンケ ー ト調 査 を実 施 した(都 内 公 立 中 学 校6校

第1学 年 ～ 第3学 年700人 平 成11年10月 実 施)。 結 果 は以 下 の グ ラ フ の通 りで あ る。

あ なたにと って、生 きる喜びを感 じるのはどんなときですか?

自分の好きなこと(趣味)の時間
遊んでいるとき
寝ているとき

恋愛をしているとき
時間を気にしないで過ごしているとき
生きていると感じたとき
友達と話をしているとき
目標を達成したとき
部活動・クラブ活動をしているとき
ない
食べているとき
人と関わり合っているとき

困難を乗り越えたとき
感動したとき
家族と一緒にいるとき
何かに挑戦しているとき
人に感謝されたとき

運動しているとき
人のために、何かをしてあげているとき
人と出会ったとき
健康であると感じたとき
勉強しているとき
その他

0 50 ioo 150 200
cAit)

この ア ンケ ー ト結 果 を見 る と、 生 徒 た ち が 喜 び を感 じる の は、 自分 の好 きな こ と(趣 味)

の 時 間(23.1%)が 最 も多 く、 以下 遊 ん で い る と き(10.6%)、 寝 て い る と き(8.7%)と 続

く。 少 数 意 見 と して、 人 とか か わ って い る と き(3.6%)、 人 に感 謝 さ れ た と き(1。4%)な

ど他 人 と のか か わ りに喜 び を 感 じる生 徒 は い る もの の大 半 の生 徒 は人 と のか か わ り とい う

よ り も、 自分 を 中心 に物 事 を 捉 え 、 自 己満 足 して い る とい う現 状 が うか が え る。 そ して 自

分 本 位 で は な く人 との か か わ り の中 か ら生 ま れ る喜 び、 人 を思 いや る気 持 ちや深 い人 間愛 、

さ らに これ か ら成長 す る に従 って 求 め られ る人 と して の 誇 りや 気 高 さ を生 き る喜 び と して

捉 え る生 徒 は少 な い と考 え られ る。

第 一 分 科 会 で は、 中 学 生 と い う多 感 な この 時 期 に、 自分 の 内面 を も う一 度 見 直 し、 人 と

の か か わ りの 中 で 自分 の 中 の弱 さや醜 さを 克 服 し、 強 さ や気 高 さを見 い だ した と き に得 ら

れ る人 間 と して 生 きる喜 び とは何 か を 問 いか け る資 料 を提 示 し、 教 師 と生 徒 が 共 に考 え る

場 を 設 定 した い と考 え た。 資 料 を 通 して 追 体 験 す る こ とに よ って、 近 い将 来 直 面 す るで あ

ろ う様 々 な場 面 で、 「生 き る喜 び」 の価 値 を 実 現 で き る よ う、 道 徳 的 実 践 力 を 育 成 す る こ

と を指 導 の ね らい と した。
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(3)指 導 の工 夫

ア 資 料 の選 定

道 徳 の時 間 に用 い られ る資 料 が 備 え て お くべ き要 件 は、 道 徳 の指 導 書 や解 説書 に示 さ

れ て い るが 、 第1分 科 会 で は3-(3)「 生 き る喜 び」 を取 り上 げて研 究 す るに 当た って は、

特 に次 の こ とを重 視 して選 定 を行 った。

・生 徒 の感 性 に訴 え、 豊 か な感 動 を与 え る こ との で き る資 料

・人 間 の 弱 さや 醜 さ に 向 き合 い
、 生 き る喜 びや 勇 気 を 与 え られ る資 料

・人 間 と して よ りよ く生 き る意 味 な どを深 く考 え る こ との で き る資 料

以 上 の観 点 で 資 料 の 選 定 を進 めて い く と、 資 料 「ネ パ ール の ビール 」 は、 筆 者 の吉 田

直哉 氏 に ビー ル の 買 い物 を 頼 まれ た現 地 の少 年 が、 そ の約 束 を守 るた め に気 高 く行 動 す

る様 子 が表 現 され て い る。 そ れ と と もに、 なか なか 戻 らな い少 年 に 対 して 、 お 金 を 持 ち

逃 げ して しま った の で はな いか と疑 って しま う筆 者 の人 間 と して の心 の 弱 さや醜 さが 表

現 され て い る。

この よ うに資 料 「ネパ ー ル の ビー ル 」 は、 生 徒 に と っ て分 か りや す く身 近 に感 じられ

る もの で あ り、 な に よ り も選 定 に 当 た った 私 た ち第 一 分 科 会 の研 究 員 に と って心 に響 く

感 動 的 な 内 容 で あ った の で、 本 資 料 を選 定 し研 究 を 行 う こと と した。

イ 導 入 の 工 夫

導 入 は主 題 に対 して 生 徒 の興 味 ・関 心 を高 め、 ね ら い とす る道 徳 的 価 値 の 自覚 に 向 け

て動 機 付 け を行 う段 階 で あ る。

資 料 「ネパ ー ル の ビー ル」 を 活 用 す る た め に は、 ま ず、 生 徒 に ネ パ ール と い う国 や そ

こに住 む 人 々 の様 子 、 生 活 環 境 な どを 示 す 必 要 が あ る。 生 徒 の 日常 生 活 と はか な りの違

いが あ る の で、 生 徒 が差 別 意 識 や偏 見 を もた な い よ うな配 慮 も忘 れ て はな らな い
。

使 用 した教 具 は、 ア ジア地 域 の掛 け地 図 、 ネパ ー ル の地 形 が 分 か る写 真 、 貨 幣 価 値 な

どの 資 料 で 、 特 に山 岳 地 帯 の生 活 で は、 交通 手 段 は徒 歩 に頼 る しか な い こ とを 強 調 す る

必 要 が あ っ た。 さ らに、 生 徒 が 道 徳 的 な価 値 に っ い て 考 え を深 め る た め の時 間 を確 保 す

るた め に、 視 覚 的 に訴 え る な ど簡 潔 で分 か りや す い 提 示 の 仕 方 も工 夫 した。

ウ 展 開 の工 夫

○ 板 書 計 画 の工 夫

生 徒 が ね らい とす る価 値 につ い て じ っ く り と考 え る時 間 を確 保 す る ため に、 展 開 で は

特 に板 書 の仕 方 を以 下 の よ うに工 夫 した。

ス トー リー を チ ェ ト リ君 の行 動 に 焦点 を 当 て て 振 り返 る こ とが で き るよ うな 短 冊 を作

成 し、 それ を黒 板 の上 部 に順 に貼 った。 この 短 冊 を貼 りなが ら発問 を す る こ とによ って、

資 料 の どの 部 分 にお け る 内容 にっ い て の筆 者 の 心 情 を考 え れ ば よ い か を 明確 に した。

ま た 、 黒 板 の 中 心 に は筆 者 が 悩 ん で い る姿 を 描 い た絵 を配 置 し、 筆 者 が 何 を悩 ん で い

る か を 『?』 と して 提 示 し、 授 業 が 展 開 して い くに従 って 、 発 問 に対 す る生 徒 の意 見 を

カ ー ドに記 入 して 、 『?」 の上 か ら貼 って い くこ と と した。 この こ と は、 筆 者 が 思 い悩

む 姿 を視 覚 的 に イ メ ー ジ しや す くす る効 果 が あ る と考 え た か らで あ る。 加 え て、 カ ー ド

に生 徒 の意 見 を書 い て貼 って い く方 法 は、 生 徒 の多 様 な考 え を 尊 重 しなが ら、 ス ム ー ズ
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に授業 を展開で きるとい う意味 で も効 果的で あると考 えた。

以上 の ことか ら板書 の計画 は次 のよ うになる。
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事故

(心配)

9
後悔

発問1

筆者は何 を考えたか。

この よ うな方 法 で授 業 を 進 め る こ と に よ り、 ね らい に近 付 い て い く様 子 が 、 黒 板 に表

れ て くる こと に な る。 生 徒 に、 今 何 につ い て考 え て い る の か を 明確 に 理 解 させ なが ら授

業 を展 開 で き る と考 え た。

○ 発 問 の工 夫

基 本 発 問 を設 定 す るに 当 た り、 以 下 の よ うな配 慮 を した。

・発 問 は簡 潔 で、 生 徒 に 発 問 意 図 が 明 確 に伝 わ るよ うに す る

・発 問 は、 ね らい に迫 る こ とが で き る もの に厳 選 す る

・発 問 にっ い て考 え る時 間 は、 生 徒 が 発 問 の意 図 を理 解 し、 ま とめ る の に十 分 な時 間 を

確 保 す る

以 上 の発 問 の工 夫 を行 っ た上 で 、 生 徒 が ク ラス の 中 に は様 々 な考 え 方 が あ る こ とを認

識 す る こと が で き るよ うに 発 表 を 促 す 。 そ して、 発 表 され た 内容 か ら発 問 意 図 に沿 った

反 応 を黒 板 の 『?』 部 分 に上 か ら貼 って い く。 この 時 に 、 生 徒 同 士 の 活 発 な意 見 が 交換

され る こ とが理 想 で あ るが 、 人 前 で 自分 の意 見 を述 べ る こ と に 自信 の な い生 徒 が い る場

合 に は、 意 見 を カ ー ドに 書 か せ 、 そ れ を発 表 す る とい う方 法 を工 夫 した。

○ 発 問 の精 選

研 究 を重 ね て い く中 で 、 常 に発 問 にっ い て は 吟 味 して きた が 、 検 討 の初 期 の段 階 で は

ど う して も発 問 の数 が多 くな って しま った。 しか し、 授 業 の ね らいを 踏 ま え て、 以 下 の

観 点 か ら精 選 して い った 。
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人 間 の弱 さや醜 さ は発 問1を 通 して 考 え る こ とが で き、 強 さや 気 高 さ は、 チ ェ トリ君

の行 動 か ら認 識 で き る。 したが って 、 本 授 業 の ね らい に迫 る ため に は、 筆 者 の 「ち か ご

ろ あ ん な に 泣 いた こ と はな い。 そ して あん な に深 く反 省 した こ と もな い」 と い う、 この

文 章 の最 後 の 言 葉 が キ ー ワ ー ドに な る と考 え た。 そ れ が、 筆 者 の この 出来 事 以 後 の人 生

に大 き く影 響 を 及 ぼ した と考 え たか らで あ る。 さ ら に、 この 発 問 に対 して生 徒 た ち が十

分 に 考 え る時 間 を と る こ と に よ って 、 ね らい とす る価 値 に対 す る 自覚 を深 め る こ とが で

き る と考 え た。

工 教 師 の 姿 勢

ね らい とす る価 値 に迫 る た め に は、 筆 者 の姿 を 通 して 、 人 悶 の弱 さ や醜 さが特 別 な 物

で はな い こ と に気 付 か せ る こ とが 大 切 で あ る と考 え た。 こ の ことに気付 くこと によ って、

チ ェ トリ君 の 気 高 さ も引 き立 って くる。 人 間 の もっ 、 この二 面 性 が 自然 で あ る こ とを 理

解 す る よ うな配 慮 が 必 要 で あ る。 さ らに 、 人 間 と して よ り.よ く生 き る こ と こそ が 、 生 き

る喜 び につ なが る こ とに迫 らな けれ ば な らな い。

したが って 、 話 し合 い の場 面 で は、 教 師 は生 徒 た ち ど の一 人 の意 見 を も否 定 す る こと

な く受 け入 れ る と と もに、 教 師 も一 人 の 人 間 と して 弱 さ や 醜 さ と強 さや 気 高 さを 併 せ も

っ 存 在 で あ る こ とを知 らせ な が ら、 生 徒 が 率 直 に意 見 を発 表 で き る雰 囲 気 作 りに努 め る

こ と と した。

オ 終 末 の工 夫

終 末 で は、 筆 者 が体 験 した この 出 来 事 を、 作 品 に して 世 に送 りだ した意 味 を考 え る こ

と と した。 この こ と によ り人 間 が 様 々 な体 験 を通 して学 ん だ こと を励 み に して、 よ りよ

く生 きて い こ う とす る姿 を共 感 的 に理 解 さ せ た い と考 え た か らで あ る。

さ らに、 教 師 の説 話 で授 業 を終 え る こ とに よ って、 この 指 導 内 容 を生 徒 の身 近 な こ と

と感 じる こ とが で き る と考 え た。

(4)指 導 事 例(第2学 年)

ア 主 題 名 「生 き る喜 び」(内 容 項 目3…(3})

イ 資料 名 「ネパ ー ルの ビー ル」(暁 図 書 出版 中学 生 の 道 徳 「自分 を 考 え る」)

ウ 資料 の 概要

ネパ ール の 取 材 に行 った筆 者 を含 む撮 影 隊 は、 荷 物 を軽 くす るた め ビー ルを 持 って い

く こ とを あ き らめ た。 しか し、 思 わ ず 「ビー ル が 飲 み た い」 と言 った筆 者 の 言 葉 を、 地

元 の少 年 チ ェ トリが 聞 き、 大 人 が 歩 い て も一 時 間 半 はか か る チ ャ リコ ッ トまで ビー ル を

買 い に行 っ た。 そ して、 次 の 日 も買儀・に 行 くこ と を 申 し出 た チ ェ トリに、 筆 者 は前 日よ

り も多 くお 金 を渡 して頼 ん だ。

と こ ろが 、 チ ェ ト リは夜 に な って も帰 らず 、 心 配 に な った筆 者 は村 人 に相 談 す る。 村

人 や 先 生 た ち の 「お金 を も って逃 げ た の だ 」 と い う言 葉 に、 筆者 の気 持 ち は揺 れ動 い た。

そ して 、 三 日 目 の夜 、 チ ェ ト1ノは泥 まみ れ に な って帰 って き た。

チ ャ リコ ッ トの店 だ け で は 足 りず 、 山 を 四 つ も越 え て買 って き た と い うチ ェ ト リの言

葉 に、 筆 者 は彼 の肩 を抱 き泣 い た。 そ して 、 「あ ん な に深 く反省 した こ と も な い 」 と い

う思 い に な った。
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エ ね らい

人間 はだれ しもが弱 さや醜 さを もっ反面、気高 さや崇高 さも合せ もって いる ことに気

付かせ、 その弱 さや醜 さを克服 して人間 として生 きる喜 びを見いだ してい く態度を養 う。

オ 指導過程

指導 の流 れ と主 な発 問 学習活動 と予想 され る生徒 の反応 指導上の留意点

資 料 の紹 介(ネ パ ー ル
・山 岳 地 帯 な の で寒 い。 あ くまで もネパ ー ル の紹

導 の地図上 の場所 ・気候 ・ ・多 くの 自然 が残 され て い る。 介 程 度 に と ど め る。

生 活 ス タイ ル ・貨 幣 価 生徒が差別 や偏見 を もた

入 値 な ど) な い よ うに配 慮 す る。

チ ェ トリ君 の行 動 とそ チ ェ トリ君 の純粋 さとチ ェ

れ に対す る周囲 の人 々 トリ君 を 疑 っ た筆 者 や周

の気持 ちに注 目で きる 囲の人 々の弱 さや醜 さが

よ うに資 料 を読 む。 伝 わ る よ うに読 む。

ス ト ー リ ー を 確 認 し な 黒板 に貼 られた短冊を見 なが らス 視覚 的に内容 を と らえ る

展
が ら短冊 を黒板 に貼 っ ト ー リ ー を 振 り 返 る 。 工 夫 を す る。

て い く 。(前 半)チ ェ

ト リ君 が 何 日 も帰 って

こ なか った と ころ ま で

振 り返 る。

発問1

こ こで作 者 の 考 え た こ ・大 金 を も って 逃 げ た。(疑 い) 作者 の迷 い にっ いて十分

と は何 か。 ・事 故 に あ った のか 。(心 配) 共 感 で き る よ う にす る。

・無 事 で あ って ほ しい。(願 い) 多様 な考え を引 き出すよ

・あ の子 は そん な子 で はな い。(信 う に す る 。

用)

・あん な大 金 を渡 さな けれ ば よか

っ た 。(後 悔)・

開

黒板 に貼 ってあ る作者 黒板 に貼 られた言葉か ら作者 の心 生徒 の発言が片寄 った場

の 内面 を 示 す 『?』 の の迷 い を知 る。 合 な ど に は、 ね らい に近

ところに生徒 の反応 を 付 け る よ う援 助 す る。

貼 っ て い く 。

再 び ス トー リー を 確 認 黒板 に貼 られた短 冊を見 なが ら内
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しな が ら短 冊 を貼 って 容 を深 め る。

い く。(後 半)最 後 ま

で ス ト ー リ ー を 振 り 返

る 。

発問2(中 心発問) ・無 事 に 帰 って きて よか った。 様 々な視点 か ら作者の心

「ちか ごろ あん な に泣 ・純 粋 に 約 束 を 果 た そ うと頑 張 っ 情 を と らえ られ る よ うに

い た こ とが な い」 とあ た こ と に感 動 して い る。 す る 。

るが、 こ の と き の作 者 ・疑 った 自分 が情 けな か っ た
。

の気持 ち を考えてみ よ

う 。

黒 板 の 「?』 の と こ ろ 人 間 に は弱 さや醜 さが あ る こ と と ね らい にっ な が るよ うに

に生徒 の意 見 を貼 り、 強 く気高 く生 きよ うとす る部 分が 黒板 の短冊 を整理 す る。

作者 の思いを整理する。 あ る こ と にっ い て把 握 す る。

筆 者 は な ぜ5年 もた っ ・人 を 疑 っ て しま った こ とを後 悔 よ りよ く生 き た い と思 い

終
て この文章 を書 いたの した の で 、 これ か らは人 を疑 うよ 続 け、 そ れ が 喜 び にっ な

か を考 え る。 うな こ と な く、 よ りよ く生 きた い が るか を 考 え られ る よ う

とい う思 いか ら書 い た。 に す る 。

末
教師の説話 ・自分 の人生 に対す る考 え方 を大

押 し付 けで な く、 よ りよ

き く変 え る出 来 事 だ か ら。 く生 きた い と い う気 持 ち

に な れ る よ う配 慮 す る。

力 評 価 の観 点

・人 間 は他 の人 を疑 って しま う ほ ど弱 さや 醜 さ を も って い る と い う こと を
、 素 直 に受 け

入 れ る こ とが で きた か。

・人 間 は そ の弱 さ や醜 さを乗 り越 え る強 さや 気 高 さ を も って い る こ と に 共 感 で き た か
。

・あ り の ま ま の人 間 の姿 を率 直 に 認 め、 弱 さや 醜 さ を乗 り越 え て 強 く生 きて い く こ とが

生 き る喜 び にっ な が る とい う思 い に なれ たか 。。

キ 授 業 記 録(一 部 抜 粋)

T2回 目 に ビー ル を買 い に行 って帰 って こな か った と き、筆 者 の考 え た こ とは何 で しょ

う。(発 問1)

Sお 金 を もって 逃 げ た。

S事 故 にあ った 。

S大 金 を 渡 した こ と を後 悔 した。
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Sき っ と帰 って くる。

S心 配 だ 。

T「 ちか ごろ あん な に泣 い た こ と はな い」 と あ るが 、 この と き の筆 者 の気 持 ち を 考 え

て み よ う。(発 問2)

S

S

S

S

S

T

S

疑 っ た こ とを後 悔 した。

チ ェ ト リ君 が 誠 実 だ った こ と。

帰 って きて よか った。

心 を打 たれ た。

ち ゃん と帰 って きた こ とに感 動 した。

筆 者 は な ぜ5年 もた って か らこの文 章 を書 く気 持 ち に な った の で しょ う。(発 問3)

5年 た って ネパ ー ル で の 出来 事 が い ろ い ろ勉 強 に な った。 そ して この 出 来 事 をみ ん

な に知 って も ら って、 こ うい う場 面 に な った らど うい う気 持 ち に な るか … … 。

S世 の 中捨 て た もん じ ゃな い。 チ ェ トリ君 の よ うに い い人 は ま だ ま だ この 世 に は た く

さん い る とい う こ とを読 む人 に 伝 え たか った の だ ろ う。

Sあ の感 動 を忘 れ な い よ うに文 章 に残 し、 チ ェ トリ君 の純 粋 な気 持 ち を世 の 中 の 人 々

に知 って ほ しい と思 った。 自分 の ため で もあ る。

S人 を信 じる大 切 さ を思 い 出 しな が ら書 い たの だ と思 う。

S近 ご ろ あん な に純 粋 で い い人 を 見 た こ とが な い。 自分 の た めの買 い物 を頼 ん だ のに、

チ ェ トリ君 は一 生 懸 命 に買 い物 に 行 って くれ た。 そ して チ ェ ト リ君 を疑 って しま っ た

と い う思 いか ら。

ク 考 察

授 業 で最 も工 夫 した部 分 は、 板 書 と発 問 の仕 方 で あ る。 板 書 に っ い て は、 短 冊 な ど を

利 用 し、 筆 者 の思 い悩 む心 情 を視 覚 的 に と らえ られ るよ うに した。 そ れ に よ って 、 生 徒

は短 時 間 で資 料 の流 れ を理 解 し、 発 問 に対 して 十 分 に考 え る時 間 を 確 保 で き た 。 ま た 、

自分 た ち の意 見 が次 々 と黒板 に貼 られ る こ とに よ って、 多 様 な意 見 を 引 き出 す 上 で も効

果 的 で あ った。

発 問 にっ い て は、 ま ず、 そ の数 を 精 選 す る こと と した。 そ の結 果 、 一 っ一 っ の発 問 に

対 して 生 徒 の思 考 す る時 間 を 多 くか け る ことが で き た。 ま た、 同 じ発 問意 図 で あ って も、

表 現 が 異 な る と生 徒 の反 応 も違 って くる こと が 分 か った 。 例 え ば 、 終 末 の 発 問 で は、

「この 出来 事 か ら5年 後 、 筆 者 は ど の よ うな気 持 ち で この 文章 を 書 い た の か 」 と い う発

問 と、 「筆 者 は、 な ぜ5年 もた って この文 章 を書 く気 持 ち にな っ た の か 」 と い う発 問 で

・ は、 生 徒 の心 へ の響 き方 も異 な り、 生 徒 の 反 応 や ね らいへ の迫 り方 も変 わ って くる。 発

問 の 仕 方 が いか に重 要 で あ るか を知 らされ た。 発 問 に対 して、 意見 の発 表 の させ か た は、

生 徒 の 実 態 に応 じた工 夫 を しな け れ ば な らなか った。 意 見 が で に く い学 級 の 場 合 に は、

教 師 が 指 名 して発 言 さ せ る ほか、 カ ー ドや ワー ク シー トな ど を配 布 して 、 自分 の考 え を

書 か せ る よ うな工 夫 も行 った。 い ず れ に して も、 道 徳 の 時間 の 活発 な 話 し合 い を期 待 す

る ため に は、 教 師 と生 徒 、 生 徒 相 互 の信 頼 関 係 が 大 切 で あ る。
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3第1分 科 会 の ま と め

第1分 科会 で は、生徒 の実 態 をふ まえ内容 項 目3-(3)「 生 きる喜 び」 にっ いての研 究 を進めた。

「生 徒 の心 に響 く」 とは、 生 徒 の心 の 中 に潜 在 す る気 持 ちが 、 道 徳 の 時 間 の 活 動 を通 し、

勇 気 が わ い て きた、 自信 が もて た、 自分 に欠 けて い た部 分 を素 直 に見 っ あ る こ と が で き た、

な ど に変 化 す る こ とで あ る と考 え た。

「生 徒 の心 に響 く道 徳 の 時 間」 に す る ため に、 特 に、 板 書 計 画 と発 問 の工 夫 の2点 に重 点

を置 い た。

板 書 の工 夫 で は、 ス トー リーを振 り返 る こ との で き る よ うな短 冊 を作 成 し、 黒 板 に 貼 り、

資 料 の ど の部 分 に お け る内容 にっ い て 筆 者 の 心 情 を考 え れ ば よ いか を 明確 に した。

ま た、 黒 板 の 中心 に筆 者 の葛 藤 の様 子 を 視 覚 的 に示 す こ とに よ り、 ね らい とす る価 値 に迫

れ る よ うに した。

本 資 料 を使 用 して数 校 で授 業 を行 って き たが 、 最 初 は発 問 の多 さ か ら中心 発 問 にか け る時

間 が 十 分 に とれ ず、 思 うよ う にね らい に迫 れ なか った。 そ こで発 問 の工 夫 と して 、 発 問 を精

選 し中 心 発 問 に十 分 な 時 間 が か け られ る よ うに した。

私 た ち は、 生 徒 が活 発 な 意 見 交換 の で き る授 業 と い う こ とで研 究 を 進 め て きた が 、 学 級 に

よ って は、 自分 の意 見 を言 いた が らな い生 徒 、 も し くは意 見 を も って い て も言 う勇 気 の な い

生 徒 も数 多 く見 られ る学 級 もあ っ た。 そ こで 生 徒 が 自 由 に意 見 を発 表 で き る雰 囲 気 作 りと同

時 に、 自分 の意 見 を しっか り言 え る ため の方 法 を工 夫 す る こ とに した。 そ の一 っが 「カ ー ド」

の使 用 で あ る。 「カ ー ド」 と は、 自分 の つ ぶ や きの よ う な、 心 に浮 か ん だ 言 葉 を そ の ま ま書

く とい う もの で、 文 章 が 苦 手 な 生 徒 、 考 え る こ とを面 倒 に思 う生 徒 も、 気 軽 に書 け る よ うに

した もの で あ る。 こ こ に表 れ た生 徒 の 気 持 ち を大 切 に教 員 が取 り上 げ 、 共 感 す る中 で 少 しず

っ 意 見 を言 え る勇気 と力 を 養 って い くこ とが 大 切 で あ る と考 え て い る。

成 果 と課 題 を以 下 の よ う に ま とめ た。

(1)成 果

ア 発 問 を精 選 した こ と に よ り、 中 心 発 問 に十 分 な 時 間 時 間 を か け られ る よ うに な り、 ね

らい に迫 る こ とが で き た。

イ 板 書 の工 夫 に よ り、 資 料 の 理 解 が 深 ま り、 板 書 時 間 の短 縮 に もっ なが った。

ウ 同 じ発 問意 図 で も、 発 問 の仕 方 に よ って、 生 徒 の反 応 や ね らいへ の迫 り方 も変 わ る こ

とが分 か った。

エ 「カ ー ド」 の利 用 に よ り、 なか な か 自分 の意 見 を言 え な く、 授 業 に積 極 的 に参 加 しな

か った生 徒 も徐 々 に授 業 に参 加 す る よ うに な り、 生 徒 の 表情 が 生 き生 き して きた。

② 課 題

ア どの 資料 を 使 用 す るか が 、 ね らい に迫 れ るか に 大 き く影 響 す る こ とが わか った。 他 の

資 料 も含 め、 資 料 の 選 定 を続 けて い く必 要 が あ る。

イ 「カ ー ド」 の 利 用 は あ くまで 意 見 を発 表 す る力 を っ け させ る訓 練 の過 程 で あ り、 今 後

は さ らに 活 発 な 意 見 交 換 ので き る授 業 を 目指 し、 発 展 させ て いか な け れ ば な らな い。 国

語 科 を は じめ 他 教 科 と の連 携 も考 え て い きた い。
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皿 内容項 目4-(1)「 集団生活 の向上」 につ いての指導(第2分 科会)

1主 題 設 定 の理 由

人 が生 きて い くと き に は必 ず集 団 に属 し、 集 団 の 中 で 生 活 を して い る。 そ の集 団 に は血 縁

集 団(家 族)、 地 縁 集 団(地 域)、 機 能 集 団(学 校 、 学 級 、 ク ラブ)等 が あ る。 集 団 と い う も

の が 単 な る人 が 集 ま った集 合 体 や、 一 人 一 人 に 目的 意 識 が な く、 支 え合 う こ と もな い よ うな

集 団 で は望 ま しい集 団 とは言 え な い。 私 た ち は、 「望 ま しい集 団 」 を 以 下 の よ うに考 え た。

・自分 の所 属 す る集 団 の 意 義 を 理 解 し、 共 通 の 目 的 を も って い る。

・自分 の役 割 や責 任 を 自覚 し、 一 人 一 人 の個 性 が生 か され て い る。

生 徒 が この よ うな こ とを 踏 ま えて 行 動 して い くこ とに よ り、 個 々 が 向 上 し集 団 の 目標 が達

成 さ れ る中 で集 団 の 向 上 が 図 られ、 自己実 現 もな され る と考 え た。

と ころ で 、 目の 前 に い る 中学 生 に 目を転 ず る と、 人 間 関 係 の希 薄 化 、規 範 意識 の低 下 な ど、

様 々 な課 題 が あ り、 小 さ な集 団 の 中 で心 の安 定 を 得 よ うとす る様 子 が 見 られ る。 したが って、

集 団 生 活 の 向 上 に努 め る とい うよ り もむ しろ、 自分 自身 の利 害 関 係 で行 動 す る よ うな 傾 向 も

見 受 け られ る。

一 方 で は 自 己 の役 割 を 自覚 し、 行 動 して い る よ うに見 え る生 徒 で も、 自分 が 与 え られ た仕

事 以 外 に は関 心 を示 さず、 他 へ の積 極 的 な働 きか け を しな い場 合 もあ る。 他 方 、 部 活 動 等 の

集 団 に お い て 目的 に向 か って 一 致 協 力 して取 り組 ん だ り、 学 年 や 学 級 が 協 力 して一 っ の こ と

を作 り上 げ た と きの 成 就 感 を 経 験 した りす るな ど、 集 団 と して の 目的 が 明 確 化 され て い る と

きに は、 自己 の 役 割 を 自覚 して行 動 す る こ とが で き る。

生 徒 の こ う した面 に着 目 して、 自 らの所 属 す る様 々 な集 団 に お い て、 成 員 相 互 が 深 くか か

わ りあ って 相 互 理 解 を深 め、 そ れ ぞ れ の集 団 で 人 間 的 な成 長 を遂 げ て い く よ う指 導 して い く

こ とが 大 切 で あ る と考 え た。

変 化 が 激 しい21世 紀 を生 きて い く中 学 生 に と って、 他 者 と ど うか か わ り、 自分 が ど う生 き

て い くか を考 え て い くこ と は、 集 団 や 社 会 と人 間 との か か わ りへ の 理 解 を 深 め る上 で重 要 で

あ る。 そ の た め に 自分 が 所 属 す る集 団 に お け る役 割 と意 義 を 明 確 に認 識 させ 、 他 者 と協 力 し

な が ら 自己 の役 割 を 責 任 を も って果 た そ う とす る態 度 を 養 うこ とが 求 め られ て い る。加 え て、

生 徒 一 人 一 人 が 個 性 を失 わ な い よ うに留 意 して 、 それ ぞ れ が の び の び と自 らの よ さを 発 揮 で

き る よ うな 集 団 の 在 り方 を考 え さ せ た い。

以 上 の こ とか ら、 第2分 科 会 で は 「心 に響 く道 徳 の時 間 の指 導 」 と して 、 内 容 項 目4-(1)

「集 団 生 活 の 向上 」 を取 り上 げ る こ とに し、 内容 項 目の と らえ 方 、 生 徒 の実 態 、 教 材 の選 択、

発 問 の工 夫 等 にっ い て以 下 の仮 説 を立 て 、 研 究 を進 め る こ とに した。

仮 説

他人の意見や考えを聞き、自分の心の中の気持 ちとの葛藤 を繰 り返す ことによ り、共感を

覚えたり新たな発見をすることができるであろう。

その結果、自己の役割 と責任を自覚 し、 自分勝手な行動 や考えを自制することによ り集団

生活が向上 していくであろう。
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2研 究 の 内 容 と方 法

(1>内 容 項 目4-(1)の と らえ 方

内容 項 目4-(1)は 、 「自己 が属 す る様 々 な集 団 の 意 義 につ いて の理 解 を深 め、 役 割 と責 任

を 自覚 し、 協 力 し合 って集 団生 活 の 向 上 に努 め る。」 で あ る。

「自 己が 属 す る様 々 な集 団」 とい うの は、 部 活 動 ・ク ラ ブの よ うな 自 ら選 ん で 入 った集 団

や 学 級 や 委 員 会 の よ うに意 図 的 に 作 られ た 集 団 、 さ らに地 域 に基 づ い て作 られ た集 団 や血 縁

に基 づ い た家 族 な ど が挙 げ られ る。

人 間 は決 して 一 人 で は生 きて い く こ とが で きな い。 必 ず 、 何 らか の集 団 に属 して い る。 そ

して どの集 団 にお い て も、 自 己 の役 割 と意 義 が あ り、 よ り よ く生 きて い くた め に、 自 らが 属

す る集 団 の意 義 を 理 解 し、 役 割 や 責 任 を 自覚 す る必 要 が あ る。 学 校 生活 の 中で、 生徒 たち は、

と もす る と 自 らの 意 思 と はか か わ らず 意 図 的 に作 られ た集 団 の 中 で は、 十 分 に 自分 の役 割 や

責 任 を果 た そ う と しな い場 合 も見 られ る。

そ こで私 た ち は、 学 校 生 活 の 中 で 、 特 に学 級 集 団 に焦 点 を絞 り、 役 割 と責 任 を 果 た して い

く ことが で き るよ うな 内面 的 な 資 質 を 育 て た い と考 え た。

学 校 生 活 の 中 で集 団生 活 を 向 上 させ て い くた め に は、 まず 成 員 同士 の人 間 関 係 を 築 いて い

くこ とが 大 切 で あ る。 生 徒 た ち が学 級 活動 や 委 員 会 活 動 な ど に参 加 して い る時 の様 子 は、 時

に排 他 的 な考 え に左 右 され て しま った り、 自分 と仲 の よ くな い成 員 に は無 関心 で あ った りす

る。 学 校 生 活 で は、 集 団 の 目標 や意 義 を理 解 させ 、 協 力 し合 っ て、 自 己 の役 割 と責 任 を 果 た

せ る よ う に して い く こ とが 必 要 で あ る。 具 体 的 に、 集 団 の 良 さ を実 感 で き る とい う こ とに っ

い て、 私 た ち は四 っ の場 面 を考 え た。(図1参 照)一 っ め は、 友 達 と一 緒 に い て 安 心 感 が 得

られ た こ とが あ る場 合 、 二 っ め は他 人 が 自分 を ほめ た り、 認 め て くれ た と き の喜 び。 三 っ め

は、 自分 一 人 で で き な い こ とが で き た と感 じる こ と、 そ して 四 っ め は、 情 報 交 換 の中 で 様 々

な こ とを知 る こ とが で きた と い う充 実 感 を感 じ る こ とが で きた と きで あ る。

集 団 を高 め て い くた め に は、 これ らの 四 っ の場 面 を体 験 す る こ と によ って 、 各 自が 成 長 し

て い く こ とが 重 要 で あ る。 個 が成 長 す れ ば 、 集 団 と して の機 能 は確 実 に 向 上 す る。 集 団 と し

て の機 能 が 向 上 す れ ば、 実 行 力 や活 力 が 高 ま り社 会 に 出 た と きに生 きて い く力 にな る。

菰畿緊黙 「斑
に した。 木 は、家庭や地域

の教育 力や、 教師 の支援 な

どを通 して一本の立派な木 姻 離rの 集響 の

に成 長 す る。 そ して 、 そ の

木 は友情 ・思 いや り ・連帯 ・

協 力 ・自 己実 現 ・信 頼 ・自

主 自律 とい った実 をっ ける。

実 のっ け方 に よ って様 々 な

個 性 が っ く られ る。 そ の一

本_本 の個性が集 ま。て、 安心霧 欝ら 窃鶴 め 集繋 を

(図1)
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集 団 と い う森 を作 る。 個 々の 木 は 自 己 の役 割 と責 任 を 自覚 し、 しっか りと根 を は り、 雷(利

己心)や 強風(狭 い仲 間 意 識)に も負 け な い集 団 を形 成 して い く。 森 の 機 能 を充 実 した もの

にす る た め に は、 集 団 の あ り方(意 義)を 理 解 して い くこ とが 重 要 で あ る。 森 の循 環 を考 え

て み る と、 熟 した 実 は種 と な って大 地 に返 り、 そ の 後 新 芽 が 出 て 成 長 して 木 に な り森 を形 成

して い く。 そ して 森 は、 さ らに大 きな森 へ と成 長 し変 化 を と げて い くので あ る。(図2)

家庭r地 域 の教育力

°vQ°

A

個の成長
(図2)

個 々 は、 自分 の利 益 の み を求 め るの で はな く、 お 互 い に譲 り合 い、 協 力 し合 え ば よ りよ い

関係 を 作 る こ とが で きる。 そ して お互 い 自信 が もて る よ うに な る。 さ ら に、集 団 の 大 切 さ に

気 付 き、 集 団 の 中 で 自己 の役 割 を 果 た そ う と努 め る。 責 任 や役 割 を実 行 す る こ と に よ り、 充

実 感 も生 まれ る。 そ れ が活 力 にな り、 集 団 は活 性 化 され て い く。 以 上 述 べ て き た こ とを表 す

と図3の よ うに な る。

.魎 薫亟 可〉

塾
}

麟
ゆ
魁 無

(図3)
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(2)生 徒 の実 態

第2分 科 会 で は、 都 内 中学 校7校 、300人(各 学 年100名 程 度)を 対 象 に ア ン ケ ー トを 実 施

して み た。(調 査 年 月:平 成11年10月)

ア 自分 が 所 属 して い る集 団 に つ い て の意 識

n=所 属人数

ピアノなどの習い事

部活動 ・クラブ

家族

地域のスポーツクラブ

学習塾

学級

委員会
一

n=84人

287人

300人

42人

155人

300人

148人

0102030405060708090100

■ 居心地がよい 麟 どちらでもない 口 居心地がよくない96

部 活 動 ・ク ラ ブ ・地 域 の ス ポ ー ッ ク ラ ブ ・習 い事 等 につ いて は、 「居 心 地 が 良 い」 と感 じ

て い る生 徒 が 上 位 を 占 めて い る。 ま た、 学 級 ・委 員 会 等 の 集 団 にっ い て は、 「居 心 地 が よ く

な い」 また は 「ど ち らで もな い」 と回 答 した生 徒 が半 数 を 占め て い る。

イ 「居心 地が良 い集団」 の条件

集団の中に友達がいる

仲間と一緒にいられる

仲間の意見が聞ける

自分の考えが言える

仲間に認められる

協力して目標を達成できる

n=300人

いろいろな ことが学べる

自分の役割がある

目的が同 じである

尊敬できる人がいる

自分の成長がわかる

集団の中に異性がいる

0102030405060708090100

■ そう思う 翅 どちらでもない 口 思わない%

「友 達 が い る」 「仲 間 と一 緒 に い られ る」 が上 位 を 占 め て お り、 「自分 の成 長 が わ か る」

「尊 敬 で き る人 が い る」 「目的 が 同 じで あ る」 「自分 の役 割 が あ る」 と回 答 した 生 徒 は 約 半 数

に と ど ま って い る。

以 上 の点 か ら考 察 す る と、 生 徒 は 自分 が望 ん で 入 っ た集 団 にっ い て は、 「居 心 地 が 良 い」

と感 じて い るが 、学 級 や 委 員 会 の よ うに意 図 的 に作 られ た集 団 にっ いて は、 必 ず し も 「居 心

地 が 良 い」 と は感 じて い な い よ うで あ る。

ま た、 集 団=仲 間(友 人)と 一 緒 に い る(い られ る)と い う程 度 の 捉 え 方 で あ り、 お互 い

が 成 長 しよ う とす る意 識 や、 お互 い を 啓 発 し合 って高 め て い こ う とす る姿 勢 は、 あ ま り見 受

け られ な い。 ま た、 集 団生 活 の 目的 や 意 義 、 自 己 の役 割 や責 任 に対 す る意 識 も高 く は な い 。
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(3)指 導 の 工 夫

ア 資料 選 定 につ い て

道 徳 の 授 業 で は、 資料 と して読 み 物 を 使 用 す る こ とが 多 い が、 人 間 と して の生 き方 にっ

いて 生 徒 た ちが 自覚 を深 め る こ とが で き る資 料 は、 あ る程 度 の長 文 に な り、 内容 的 に も深

い ものが 多 い。 そ の た め、 生 徒 が 一 読 した だ けで は描 か れ て い る状 況 や 登場 人物 の 心 理 ま

で 十 分 に把 握 で きな い場 合 もあ る。

授 業 を 構 想 す る上 で、 資 料 の選 定 に当 た っ て、 単 に言 葉 や知 識 の や り取 りだ けで 授 業 を

進 め るの で は な く、 生 徒 自身 が 感 情 を 直 接 共 有 して 、 心 情 面 か らの 資料 理 解 が で き る もの

を 考 え た。 そ こで演 劇 の脚 本 を 使 用 し、 生 徒 に朗 読 劇 を さ せ る こ とが有 効 で はな い か と考

え た。 ま た、 脚 本 選 定 の観 点 と して

・生 徒 が 身 近 な 問題 と して 感 じ られ る もの

・集 団 の 向 上 、 集 団 の一 員 と して の役 割 、 責 任 に っ い て考 え させ る こ とが で き る もの

・集 団 の中 の い ろ い ろ な 人 の 心 の 変 化 が 現 れ て い る もの

・教 材 と して斬 新 な もの

な ど を考 え た。 これ らの条 件 を満 たす もの と して 「棄 権 」 の脚 本 が、 資 料 と して 適 切 で あ

る と して 選 定 した。

資料 「棄権」 〔小野川 州雄 作〕 の概要

3年B組 で は、 秋 の運 動 会 で 、10キ ロ マ ラ ソ ンの選 手 を決 め る こ と にな っ た。 そ の

話 し合 い の結 果 は、 ス ポ ー ツ万 能 で 自信 家 な三 上 や、 責 任 感 の 乏 しい谷 口、 自信 は な

いが 虚 勢 を張 って い る関 根 な どの 意 見 に よ って、 棄 権 す る こ と に決 定 した。

しか し、 肺 活 量 が1600ccし か な い主 人 公 の小 森 が 「棄 権 はよ くな い よ」 と選 手 に立

候 補 して 周 囲 は一 瞬驚 くが 、 その 後 、 小 森 を あ ざ け り笑 う。 田代 、 堀 内 以 外 、 ク ラス

全 員 が 小 森 の立 場 を考 え ず に無 関 心 な態 度 を と り、 小 森 が選 手 に決 定 す る。 田代 、 堀

内 は学 級 代 表 だ が、 強 く自分 の意 見 を 出 せ な い。 マ ラ ソ ンが始 ま っ た頃 、 関 根 が 学 校

を さ ぼ って い た こ とが分 か り、 田代 に連 れ て こ られ る。 関 根 は400メ ー トル1位 の 三

上 をね た み、 賞 状 を 破 いて しま う。 関 根 が 運 動 会 で ビ リにな る こ と の 屈 辱 に っ い て 、

心 の中 の思 い を ぶ っ けた こ と に よ り、 自信 の な い桜 井 が 右 足 が 痛 い と い う嘘 をっ い て

棄 権 を して しま った こ とな ど、 弱 い心 をみ んな が さ らけ出 した。 フ ラ フラに な って帰 っ

て き た小 森 の姿 を 見 て 感 動 し、 ク ラス全 員 が心 を ひ とっ に して 応 援 を した。 小 森 は 薄

笑 い を浮 か べ、 崩 れ るよ う に倒 れ て 、 病 院 に入 院 す る。 彼 は入 院 中 、 学 校 へ 行 きた く

な い とい う気 持 ちで一 杯 で あ る。 そ こへ3年B組 一 同 か ら手 紙 が 届 く。

イ 朗読劇 の有効性 について

資料 「棄権」 の配役16人 とその朗読劇 を聞 く他 の生 徒 は、単 に脚本 を資料 として読 むだ

けよ りもその場 の状 況や登場人物 の感情 に直接共感 す ることがで きる。 また実 際に登 場人

物 にな りき った り、他 人の演技 を客観的 に見 ることによ り、登場人物の立場 や気持 ちを理

解 し、心情面 か らの資料 理解 を可能 とし、 資料 を具体的 に理解す る方法 として有効 であ る

と考 えた。
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役 割 演 技 の特 質 を生 か す た あ に次 の点 に留 意 した。

・配 役 は生 徒 の希 望 を尊 重 す る。

・役 に な る生 徒 にっ い て は事 前 に読 み合 わ せ の練 習 を2回 程 度 行 う。

・内 容 理 解 を深 め る た め に教 師が 必 要 な演 出 を す る。

・効 果 音 を使 用 す る。

・登 場 人 物 の名 札 を、 朗 読 劇 を見 て い る生 徒 に 見 や す い よ うに腰 に着 け る。

・登 場 人 物 は、 せ りふ を言 う場 面 で は立 っ。

・場 面 転 換 の 表示 を す る。

・場 面 の状 況 が 詳 し く分 か るよ うに 、 ト書 きを ナ レー ターが 読 む な ど

ウ 授 業 展 開 の構 想

生 徒 に、 「集 団 の意 義 を理 解 させ 、 集 団 が もっ価 値 や 重 要 性 に気 付 か せ 、 さ らに よ り よ

い集 団 を築 い て い こ う とす る心 情 を 養 う」 こ とが ね らい で あ る。 資 料提 示 に参 加 した生 徒

の演 技 を活 か した話 し合 いを 大 切 に した い。 まず 、 役 に な った生 徒 か ら、 自分 の 気 持 ちや

考 え と並 行 して、 登場 人 物 の気 持 ちや 考 え を発 言 さ せ る。 次 に、 実 際 の 役 を 演 じた生 徒 と

そ れ以 外 の生 徒 の 立場 か ら意 見 や 思 い を 出 し合 あ う こ とに よ って 、 生 徒 は多 様 な考 え方 や

感 じ方 が あ る こ とを知 る こ とが で き る。

生 徒 は、 集 団 生 活 の 向 上 の た め の規 律 、 責 任 、 役 割 、 自制 、 協 力 にっ いて の大 切 さは知

識 と して は知 って いて も、 実 際 の行 動 に起 こそ う とす る意欲 や 態 度 は十 分 で は な い こ とが

あ る。 人 の 心 は、 他 の 人 の気 持 ちや 考 え を知 る こ とに よ って 変 化 す る。 そ して そ れ まで は

気 が 付 か な か った相 手 の気 持 ち を知 る こ とに よ り、 自分 の心 を振 り返 り人 間 関 係 を 大切 に

育 て励 ま し合 う協 力 関 係 も生 まれ 、 集 団 生 活 の 向 上の た め に行 動 を起 こそ う とす る意 欲 や

活 力 に大 き な影 響 を与 え る。 生 徒 が 集 団生 活 の 向 上 の た め に 自分 の役 割 や責 任 を 果 た して

い くこ とが で きなか った り、 で き る 自信 が なか った りす るの は何 が原 因 な の か にっ いて お

互 いが 、 率 直 な思 いや 意 見 を 出 し合 い 、 克 服 して い くた め の糸 口が 集 団 の成 員 同 士 の 日常

の 人 間 関 係 を深 め て い く こ とに気 付 か せ た い。

工 中 心 発 問 に つ い て

中 心 発 問 に至 る前 に、 ま ず、 「棄 権 は良 くな い よ」 と 言 い、 マ ラ ソ ン大 会 で 最 後 ま で 走

りき った小 森 くん の気 持 ち は どの よ うな ものだ った のか とい う こ と と、3年B組 が 自分 勝

手 な無 責 任 な集 団 で あ る こ と に触 れ る こ とが 必 要 で あ る。 そ こ に はバ ラバ ラだ った3年B

組 の姿 が あ り、 中心 発 問 を 考 え る上 で の 出発 点 に な る。

中心 発 問 に お い て、3年B組 の ク ラ ス の雰 囲 気 が 、 お 互 いを尊 重 し合 お うとす る ク ラス

に変 わ って い った事 実 とそ の 過程 を 生 徒 に理 解 させ る こ とが 大 切 で あ る。 生 徒 は登 場 人 物

の心 の変 化 を 自分 の気 持 ち と照 ら し合 わ せ て考 え て い くこ とで 、 現 時 点 で の集 団 の一 員 と

して の 自分 の心 の う ちを 自覚 す る ので あ る。 そ して 「集 団 の一 員 と して の あ り方 」 と 「現

実 の 自分 の 行 動 ・考 え 」 の 違 い を見 っ め て い く。

(発 問)「 ど う して3年B組 の ク ラ スが 、 一 っ に ま と ま って い った の か 」 は 、 小 森 が マ

ラ ソ ン選 手 を 引 き受 け た こ とや 、 関 根 が 本 音 を さ ら け出 した こ とに よ って、 学 級 の 一 人 一

人 が 自己 申 心 的 な言 動 を反 省 し、 集 団 の一 員 と して の 自覚 を深 めて い く こ とを ね らい と し
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た発 問であ る。 個や集団(ク ラス)の 変容 した要 因にっいて焦点 を当てなが ら、生徒 に考

え させ ることを意図 して い る。

生徒 は、登場人物 の変化 してい った考 えや行動 と現実的 な自分の考えや行動 とには差が

あ ることに、多少 な りと も気が付 くで あろ う。話 し合 いの中で、 生徒が その差を埋 めよ う

とす る気 持 ちを もった り、方法 を求 めよ うと した りす ることが、集団生活の一員 と しての

在 り方 を身 に付 けて い く機会 とな るのであ る。

オ1単 位 時間の弾力化 にっ いて

授業 の1単 位の時間 は50分 を常例 として るが、 この脚本を使用 しての指導過程 を構 想 し

てい く上 で は、60分 の授業計画 を立 てた。 それは、 資料提示理解 のための時間 を長 く必要

とす るか らで ある。今後、体験 的な活動 を生 か した道徳授業 の展開や心 に響 く教材 の使用

な どの視 点で授業 の指導計画 を立 て る上 で、1単 位 時間を50分 と限定せず に、効果 的 に指

導 で きる必要な時間 を設定 して、1単 位 の時間を弾力的 に使用す ること も大切 であ る。

(4)指 導事例(第2学 年)

ア 主題名 「集団生活 の向上」 〈内容項 目4-(1)〉

イ 資料名 「棄権」 作 小野川 州雄

ウ 集 団が もって いる価値 や重要性 に気付 かせ、 よ りよい集団を築 いて行 こうとす る心情 を

養 う。

工 心 に響 き合 う活動 の工夫点

・役割分 担 を して、体験 をさせ なが ら資料 を提示 す る。

・一 番印象 に残 っている場面 やセ リフを聞 くことによ り、感 じ方 の違 いを認識 させ心 を響

き合 わせ る。

・班 で話 し合わせ る ことによ り、他 の成員 の意 見 に共感 した り、相違点 を認 めた りしなが

ら新 たな発見 をす る。

・指 名構 想 を考 えてお く。

オ 指導過 程

指導 の流 れ と主 な発問 予想 され る生徒 の反応 指導上 の留意点

導
1.マ ラ ソ ンの写 真 を 見 せ ・ き つ く て 疲 れ る 。

どん な イ メ ー ジを も って い ・ 苦 し い 。

入
る か 発 表 さ せ 導 入 とす る。

2.資 料 「棄権 」 の 朗 読 劇 ・集 中 して聞 く雰 囲

をあ らか じめ決 めてお いた 気がで きてか ら朗読
展

有志 の生徒(16人)で 演 じ 劇 を始 め る。

る 。

3.劇 終 了 後 、 あ らす じを ・あ らす じの配 布 は

配布 し、登場 人物名を掲示 内容理解 のためであ
開

す る 。 る 。
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4.資 料 に即 して 考 え る。
1

○ 「一 番 印象 に残 って い る ・小 森 君 が 「棄 権 は よ くな い よ 」 ・印 象 に残 った場 面

場 面 や セ リフは ど こで し ょ と 言 っ た と こ ろ 。 を 板 書 し、 セ リフ に

う か 。」 ・関根君 が 自分 の気持ちをみんな つ いて は、 登 場 人 物

の前 で告 白 して い る場 面 。 の 名 前 の カ ー ドを使

・小 森 君 が フ ラ フ ラ にな りな が ら って 分 類 しなが ら板

も立 ち上 が って 完 走 した シー ン。 書 す る。

㌔

・看護婦 さんが、手紙 を読 み終 え ・演技者 に登場人物

た と ころ で、 小 森 君 が 「お れ夕 食 の 印 象 を 聞 く。

たべ る よ!」 と言 った場 面 。

・バ ラ バ ラ だ っ た ク ラ ス の み ん な ・自分 の 意 見 を 自 由

展 が 最 後 「小 森 、 立 て よ!」 と心 を に発言で きる雰囲気

一 っ に して応 援 した場 面 。 を 作 る。

【発 問】 ・バ ラ バ ラ だ っ た
。 ・朗 読 劇 を 活 か し、

マ ラ ソ ンの 選 手 を決 め た ・み ん な 自分 勝 手 な こ とを言 って 小森君や他の登場人

時 の3年B組 の ク ラ ス の雰 い た 。 物 たちの気持 ちを考

囲気 は ど の よ うで し た か 。 え さ せ る 。

【中心 発問】 ・小 森 君 が 頑 張 った か ら。 ・班 ご と に話 し合 わ

ど う して そ ん な ク ラ スが ・意 見 をぶ っ け合 い 自分 と異 な る せ る 。

一 っ に ま と ま っ て い っ た の
意 見 を知 る こ とが で きた か ら。 ・小森以外 の登場人

で す か。 ・話 し合 い の時 に、 も っ と真 剣 に 物の気持 ちの変化 を
開

考 え るべ きだ った と気 付 い たか ら。 考 え させ る。

・心 の弱 さ を見 せ 合 って、 何 で も (人 間関係 を大切 に

言え る雰囲気が で きたか ら。 して 励 ま し、 協 力 し

・協 力 す る こ との大 切 さを学 ん だ 合 う集 団へ と変化 し

か ら 。 た要 因 を探 らせ る)

・相 互 指 名 を す る 。

【発問】 ・初 めて ク ラス の大 切 な一 員 と し ・小 森 が ク ラス と い

「看護婦 さん、 おれ夕食 た て 認 めて も らえ て少 し うれ しか っ う集 団の帰属意識 に

べ るよ!」 とい った 小 森 君 た 。 気付 いた ことを考え

の気 持 ち は どん な だ っ たの ・投 げや りな(存 在 感 の な さを憂 さ せ る 。

だ ろ う 。 う よ う な)気 持 ち が薄 れ た。

5.教 師 の説 話 。 ・合 唱 コ ン ク ー ル で

終 《生徒 が友人 に宛 てて書 い の体験 談や生徒 の手

た励 ま しの手 紙 を読 む。 》 ・考 え 方 の違 い を お互 い に認 め 紙 を通 して 、 心 に響
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自分 の考 え や 感 想 を ワ ー ク 合 い、 協 力 し合 う こ とが大 切 だ と く指 導 を 心 が け る 。

シ ー ト に 記 入 し 、 ま と め と い う こ とが 分 か った。

す る 。
・自分 が で きそ うな こ と は、 み ん

末
○ この朗読劇 を通 して、感 な の た め に積極 的 に行 う。 そ して、

じた こ とや 考 え た こと を ま 責 任 を も って や り と げな けれ ば な

と め る 。 らない。1

力 評 価 の観 点

・集 団 の意 義 や価 値 、 重 要 さを 理 解 す る こ とが で きた か。

・集 団 生 活 を 向上 させ て い くた め に は、 友 情 や信 頼 を深 め た り、 深 い人 間 関 係 を築 い て い

く こ とが大 切 で あ る と い う こと に気 付 い た か。

・心 に響 き合 う指 導 方 法 が 工 夫 さ れ て い た か。

・脚 本 を使 う こ とで 、 生 徒 の多 様 な考 え方 を 引 き出 し、 心 に響 く指 導 に な った か。

キ 生 徒 の 感想 か ら

・み ん な が お 互 いの こ とを理 解 し合 え ば、 よ り良 い ク ラ スが で き る と思 った。 一 人 の 力 で

はで き な い こ とで も、 ク ラス全 員 で 団結 す れ ば や れ る ことが 分 か った。

・友 達 は励 ま して くれ るか らい い な と思 った。

・言 い た い ことが は っ き り と言 え る よ うな ク ラ ス に な る とよ い と思 っ た。 話 し合 い で は 、

決 して はや した て ず に一 人 一 人 の 意 見 を 尊 重 す る態 度 を もっ 必 要 が あ る。

・自分 の こ とばか り考 え ず に、 み ん な の 気 持 ち を考 え て動 く こ とが大 切 だ。

・小 森 君 は、 最 後 に何 を言 い た か っ た のだ ろ うか 。

・こ うい う話 し合 い は ク ラ スの ため に な る ので 、 ど ん どん や って い くべ きだ と思 った。

・体 の弱 い小 森 君 で も、 み ん な にパ ワ ー を あ げ られ るん だ な あ と思 った。

ク 授 業 の考 察

上 記 の感 想 に み られ る よ うに、 生 徒 た ち は、 「集 団 」 の在 り方 と は ど う あ るべ き か を 一

生 懸 命 考 え よ う と して い た。 役 を演 じた生 徒 に、 最 初 の 発 問 で 、 人 物 像 な ど を さ らに 聞 く

と、 活 発 な意 見 を言 い合 え る雰 囲 気 が作 り出 され た。 この こ とが 中 心 発 問 で 、 登 場 人 物 た

ち の心 の変 化 を 追 って い く こ とに も有 意 義 に働 い た 。

指 導 過程 を 構 成 す る段 階 で 、 「お 互 い協 力 し合 え る ク ラス に す る た め に は ど ん な こ とを

心 が けた ら よ いか 。」 とい う発 問 を 最 後 に考 え た が、 行 動 目標 に 近 い もの に な る こ と が 予

想 され た の で 削 除 した。

話 し合 いで は、 班 単 位 で の意 見 交 換 や相 互 指 名 の 形 式 を と った が、 仲 の よ い グル ー プで

発言 を 回 す こ と も多 か った。 生 徒 に、 場面 を 思 い 出 させ る た め に、 朗 読 劇 終 了 後 、 あ らす

じを 配 布 し、 登 場 人 物 の名 前 を掲 示 す る こ と に した。

心 に響 く状 態 とい うの は、 感 動 を 共 有 す る ことか ら始 ま る。 相 手 の発 言 を受 けて 、 共 感

した り、 反 問 した り、 葛 藤 した り しな が ら、 道 徳 的 判 断 力 を高 め て い くこ とが 最 も大 切 な

こ とで あ る。 一 方 個 々 の意 見 に よ って 、 心 の響 き合 う状 態 を作 り出 して い くた め に は、 ど

の よ うな工 夫 を続 けて い った らよ いの か 研 究 を深 め て い くこ と こ とが 課 題 で あ る。 さ らに

板 書 計 画 に も工 夫 を して い く必 要 性 が あ る こ とが今 後 の課 題 と して 残 っ た。
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3第2分 科 会の まとめ

第2分 科会 で は、研究主題で ある 「生徒の心 に響 く道徳 の時間 の指導」 についての指導 を

展 開す るに当た って、内容項 目の検討を行 い、最終的 に内容項 目4-(1)「 集 団生活 の向上」

についての研究 を進 め ることと した。

人 間は様 々な集 団の一員 と して生活を営んで いる。中学生 も例外 ではない。 しか し、 この

時期 の生徒 は、気 の合 う仲 間同士 や所 属す る小 さな集団 にのみ目が 向きがちであ り、 自分 と

かか わ りが薄 い と思 われ る集 団や成員 に無 関心で あるばか りか、排他 的 にな る傾 向が あ る。

また、集団 内では成員 間での対立 や摩擦 を避 けるために、かかわ りあいが浅 い表面 的なっ き

あいを した り、他 に迎合 し自分 の考 えを言 わ ない者 も多 い。

このよ うな傾 向を もっ中学生 に、 あえて学級の集団生活で起 こる問題を考えさせ ることで、

葛藤 を起 こし、道徳 の授業 を生徒 の心 に響 くもの に しようと考え た。

また、道徳 の授業 を進 め るに当た って、 資料 は学校 演劇 の脚本で ある 「棄権 」 を選 んだ。

運動会の選手決 め とい う生徒 の身近 な題材 で、生 徒が意 見 を出 しやす い もので あ る こ とと、

実際 に生徒が劇 を演 じる ことで資料 の理解 が深 まることが、選定の理由で ある。 また、生徒

の話 し合 いを進 める ことで、生徒 が、他 の生徒 の意 見 を聞 き、 自分 の考 え を変 えて い く、

「心 の響 き合 い」 がで きるような指導法を工夫 した。

(1)成 果

ア 資料を朗読劇 の形式で生徒が演 じた ことによ り、 資料 への関心 が高 ま り、登場人物 の心

理状態な どへ の生徒 の理解が深 ま った。 また、資料 に感動 を覚 えた生 徒 も見受 け られ た。

朗読劇 の形式で の資料 の提示 は、道徳 の時間を生徒 の心 に響 くもの に して い くために有

効 であ ることが分か った。

イ 今 回選定 した資料 「棄権」 は身近 な内容 を取 り上 げ、学校生活 での実際の体験 と照 らし

合 わせて考 えやす く、ね らいを達成す るのにふ さわ しい資料 であ った。

ウ 教材 の提 示、発問の精選、発問 の仕方、話 し合 いの仕方、板書 の仕方 等、指導方法 の工

夫 を した ことによ り、生徒 の話 し合 いが活発 に行 われた。

工 話 し合 いの中で、他の生徒 の意見 を聞 き、 自分 とは違 う考 え方 や 自分 で は考えっか ない

よ うな考 え方 もあ ることに生徒が気が付 き、 それを受 けて 自分 の考 えを深め ることがで き

た。

(2)課 題

ア 資料 を朗読劇 の形式 で生徒 に演 じさせ るためには、事前 の準備 として配役 の決 定、脚本

の読 み合 わせが必要 であ る。

イ 今回 の脚本 を上演 す ると資料 の提示 で約25分 かか る。 このあ との生徒 の話 し合 い活動 の

時間 もふ くめ ると授業 時間が60分 以 上 になる。道徳 の授業 に この資料 を取 り上 げる場合は、

1単 位時間 を弾力 的にす ることが必要 で ある。

ウ 生徒 の実態 に即 し、感銘 を与 え深 く考え させ る資料 の選定 や様 々な指導方法 の工夫を図

りなが ら、 「生徒の心 に響 く道徳 の授業」 を更 に 目指 してい く必要 が ある。
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IVま とめ と今後 の課題

平 成10年 に公 表 され た、 中 央教 育 審 議会 の 「幼 児期 か らの心 の教育 の在 り方 にっ いて」 答 申で、

心 を育 て る場 と して の学 校 を 見直 す 、 そ の か なめ とな るの が道 徳 教育 で あ る と提 言 して い る。

私 た ち研 究 員 は、 そ の提 言 を ふ まえ 、 生 徒 の 心 を 育 て る道 徳 の時 間 は 、 「生 徒 の心 に響 く よ

うな時 間 」 に しな け れ ば い けな い と考 え 、 昨 年 に引 き続 き 「生 徒 の心 に響 く道 徳 の時 間 の指導 」

を研 究 主 題 と して設 定 した。

本 年 度 は第1分 科 会 が 内容 項 目3-(3)「 生 き る喜 び」 を、 第2分 科 会 が4-(1)「 集 団 生 活 の

向 上 」 を取 り上 げ た。 各 分 科 会 と もア ンケ ー トを取 り、 生 徒 の実 態 の把 握 に努 め た 。 ま た意 見

の や り と りが活 発 に行 わ れ る よ う、 資 料 選 定 と活 用 、 発 問 の 工夫 な どを 行 っ た。 さ らに は、 教

師 が と もに悩 み、 学 び、 感 動 を共 有 す る こ とに よ って、 生 徒 の心 に 変 化 が 現 れ る と考 え、 人 の

意 見 に共 鳴 ・共 感 す る、 新 しい発 見 をす る、 そ の よ うな心 の 変 化 に よ って、心 に広 が りが で き、

そ こに道 徳 的 価 値 が 高 ま り、 ま た道 徳 性 が深 ま って い くの で はな いか と考 え た。

第1分 科 会 で は、 生 徒 の実 態 を知 るた め の ア ンケ ー トにお いて 、 人 と のか か わ りの 中 か ら生

まれ て くる喜 び を、 生 き る喜 び と感 じて い る生 徒 は少 な い と い う結 果 が 現 れ た。 そ の喜 び に気

付 くこ との で き る感 動 的 な資 料 を選 定 した。 しか し、 最 近 の生 徒 の特 徴 と して、 無 関心 で 自分

の 意 見 を 言 わ なか った り、 感 動 的 な 資料 を 提 示 す るだ け で は、 活 発 な意 見 交 換 の で き る授 業 を

す ぐに行 う こと は難 しい とい う こ とが あ げ られ た。 そ こで学 級 の雰 囲 気 作 りの工 夫 や 、 板 書 の

工 夫 、 発 問 の工 夫 な どを取 り入 れ て み た 。 今 後 の課 題 と して、 生 徒 が さ らに ま と ま っ た意 見 が

言 え る よ う発 展 させ て い くよ うな 指 導 の 工 夫 が 必 要 で あ る。

第2分 科 会 で は、 気 の合 う仲 間 同士 や 小 さい集 団 に の み 目が い き、 そ うで は ない仲 間 に は排 他

的で 無 関心 に な る傾 向 が 強 い中 学 生 に、 あえ て集 団 生 活 で起 こり う る問題 を考 え させ る こ とで、

葛 藤 を起 こ し、 主題 にっ な げよ うと考 え た。 ま た話 し合 いを進 め る こ とで、 他 の意 見 を 聞 き自分

の考 え を変 え て い く 「心 の響 き合 い」 が で き る よ う発 問 を十 分 検討 す るな ど、 工 夫 を した。

資料 と して 身 近 な 内 容 の 脚 本 を朗 読 劇 の形 式 で提 示 し、 生 徒 の 関心 を 高 め理 解 を深 め る こ と

が で きた。 しか し、 事 前 準 備 に時 間 が か か る、 授 業 の1単 位 時 間 の 弾 力 化 の必 要 性 、 さ らに指

導 の工 夫 を して いか な けれ ば な らな い な ど の課 題 が あ る。

今 な お、 道 徳 の 時 間 の確 保 が さ れ て い な い現 状 が あ る。 授 業 を行 うに 当 た って も資料 の選 定

が難 しい、 教 材 研 究 が で き な い、 さ らに道 徳 の 授 業 の 仕 方 を ど う した らい い の か分 か ら な いな

どの悩 み を 抱 え て い る場 合 も多 い。 一 人 一 人 の 教 師 の 道 徳 に対 す る意 識 の差 も、 大 きな 問 題 点

と して 考 え られ る。 た だ資 料 を読 む だ けの 授 業 や 、 教 師 の話 を受 動 的 に 聞 くだ けに と ど ま って

い る現 状 もあ る。 こ う した課 題 を踏 まえ、 「生 徒 の心 に響 く道 徳 の 授 業 」 を 目指 す た め、 ま だ

工 夫 の 余 地 は あ る。

新 学 習 指 導 要 領 で、 平 成12年 度 か ら道 徳 は全 面 実 施 さ れ る。 そ こで は、 学 校 教 育 に お け る道

徳 教 育 は、 教 育 活 動 全 体 を通 して 行 わ れ るが 、 中 で も道 徳 の 時 間 の役 割 と重 要 性 は その か な め

と して 強 調 され て い る。 今 年 度 の 研 究 を 通 じて、 や は り 「道 徳 の授 業 を継続 す るこ とは大 切 だ」

と実 感 す る こ とが で きた。 心 に 響 く授 業 を 展 開 す るた め に は、 我 々教 師 の た ゆみ な い努 力 と熱

意 と工 夫 が 必 要 で あ る。 そ れ が 必 ず 生 徒 の心 を揺 さぶ り、 道 徳 的 価値 の 自覚 が 深 ま る こ とを訴

え て私 た ち の研 究 の ま とめ とす る。
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